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【研究 目的】近年 インプ ラン トの用 途は 多様 化 し,
歯の 欠損 部 に対す る人工歯根 とい うばか りでな く
矯 正用 インプ ラ ン トア ンカーの よ うに成長 発育 中
の顎骨 や根未完成 歯 に近接 した部位 に も使 用 され
てい る。 しか し,顎 骨発育 中の イ ンプ ラ ン ト埋 入
は成 人 以 降 の骨 格 に影 響 を及ぼ す といわ れ て お
り,こ れ までに は ラ ッ ト下顎骨 切歯 に達 す る イン
プラ ン ト埋入 によ り顎骨形態 が変 化 した との報告
が ある。
本研究 で は,ラ ッ ト下顎 切歯 を根未完 成歯 の モ
デル として,イ ンプ ラ ン トを下顎 切歯 に達 す るよ
う埋 入 し,切 歯萌 出が抑制 され た場 合,根 未 完成
歯の形成 端 とその周 囲組織 に どのよ うな影響 が あ
るか を組 織形態 的に検索 した。
【研究 方 法 】 雄性Wistar系ラ ッ トを実験 動物 と
した。 オ トガイ下 部か ら下 顎骨下 縁 を明示 後,右
側下 顎骨下 縁の切 歯歯頸 部か ら5mmの 位置 に直
径0.7mm,長 さ3.0mmのチ タン製bone tackイン
プ ラ ン トを 埋 入 した。 左 側 下 顎 骨 は 未 処 置
controlとした。 術後2,8,16週 に下顎 骨 を摘 出,
下顎 切歯形成端 の冠状 断が観察 で きるよ う4μmの
パ ラフ ィン 切片 を作 製 した。 切片 はH-E染色 と
抗Laminin抗体,抗Tissue Inhibitors of
metalloproteinase(TIMP)抗体,抗Proliferating
Cell Nuclear(PCNA)抗体 による免疫染 色 を行 い,
光学顕 微鏡下 に観 察 した。
【研究 結 果 】H-E染色 よ り,術 直 後 で は ヘル ト
ヴ ィッヒ上皮鞘 は,直 線状 で スムー スに形成 端 か
ら伸 び てい た。術 後2,8週 で は上 皮鞘 が屈 曲 し,
形成 端 周 囲 の皮 質 骨 は厚 くなっ てい た が,術 後
16週で は術 直 後 と 同様 に屈 曲 の な い 上 皮 鞘 と
なっ た。laminin染色 で は,術 直後 に上 皮鞘 の一
部 とその内側 の細 胞 に陽性 反応 を認め,術 後2週,
8週 では屈曲 した上皮鞘 に強 い陽性 反応 を認 めた
が,術 後16週にな ると陽性 反応 は弱 くなって いた°
TIMP染色 で は,術 直 後か ら上皮 鞘 および形 成端
組織 に陽性反応 を認め た。 術後2週,8週 で は術
直後 と比較 し形成 端の細胞 に出現 した陽性 反応 は








も厚 くな り,8週,16週で徐 々に薄 くなる傾向
があった。TIMP染色陽1性細胞数 は術後2週 で最







た結果であると考え られ るが,術 後16週に認め
られた上皮鞘における屈曲の消失は切歯が後方に
伸長 した結果と考 えられた。 これと同時期の術後






で,切 歯の形成が継続 していると考えられた。 こ
の結果は,従 来の報告にあるように,萌 出抑制 さ





以上のことより,歯 の萌出が抑制 されて も形成
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